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【 資 料 第 ９ 号 】 

アカデミー推進部アカデミー推進課  

 

 

文京区史の刊行について 

 

１ 区史本編及び資料編 

（１）目次（案） 

①本編  別紙１のとおり 

②資料編 別紙２のとおり 

（２）区史本編及び資料編の刊行 

① 販売方法 

    行政情報センター（文京シビックセンター２階）で頒布する。 

② 発売日及び販売に関する広報 

ア 発売日 

平成 30年３月 29日（木） 

   イ 広報 

区報（平成 30年２月 25日号１面 刊行に関する記事を掲載）、区ＨＰ、ＣＡＴＶ、 

スクエア（文京アカデミー）などで実施する。また、ポスターを区設掲示板に掲示 

する。 

  ③ 頒布価格等 

ア 書籍体裁 本編  Ａ５判、約 1,000頁 

資料編 Ａ５判、約 400頁 

※本編と資料編の２つを格納できる箱付 

   イ 頒布価格 8,300円（本編・資料編セット価格、セットでの販売のみ） 

   ウ 印刷部数 本編・資料編 各 1,000部 

【内訳】有償頒布 600部、無償頒布 400部 

無償頒布内訳：行政内部利用 113、図書館等 67、関係者提供(協力者等)39、 

他自治体提供 36、予備 145 

 

２ 区史写真集 

（１）販売状況（平成 29年 12月 31日現在）  

                            （単位：部） 

頒布場所 28年度 29年度 計 

行政情報センター 73 119 192 

書店等 787 1,184 1,971 

上映会及び講演会(29年 3月 16日) 37  37 

写真パネル展(29年 3月 15日～19日) 176  176 

合 計 1,073 1,303 2,376 
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（２）販売促進に向けた取り組み（平成 29年度） 

  ・チラシや区報などで区史写真集販売中の周知を継続的に実施 

  ・野外イベント会場（根津・千駄木下町まつりなど）で、観光協会が設置するブースで

の写真集販売に協力 

  ・アカデミー推進課やふるさと歴史館などの企画展示会場でチラシを設置 

  ・観光ガイド会議やいきいきアカデミア講座などの集会において、販売の宣伝を実施 

  ・年賀会の会場で観光協会が設置するブースにて販売を実施 

 

（３）販売方法の変更について 

  文京区史写真集は、平成 29 年３月 15 日以降、行政情報センターと区内外の書店等 20

か所で販売を行っている。書店等での販売については、区内書店組合の流通会社と「書店

等での『文京区史写真集』の販売及び販売代金の徴収事務委託」に関する契約を行い、書

店等での販売は、平成 30 年２月 28 日までとしている。２月 28 日をもって、書店等での

販売が終了することから、３月１日以降、以下のとおり写真集の販売方法を変更する。 

また、販売方法の変更については、区報及び区ＨＰ等において、区民に周知する。 

  ① 行政情報センター 

   ３月 1日以降も引き続き行政情報センターにおいて頒布 

  ② 区内外の書店等 20か所 

   ２月 28日をもって、書店等での販売を終了 
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